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コロナと医療、気候危機など対策求めるコロナと医療、気候危機など対策求める

金
田
県
議

　
県
「
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
」
見
直
し
は
石
炭
火
力
発

電
所
の
新
設
規
制
、
既
設
の
発

電
所
の
撤
退
勧
奨
も
盛
り
込

み
、削
減
目
標
の
引
き
上
げ
を
。

■
知
事

　
石
炭
火
力
発
電
は
、
脱
炭
素

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
く

上
で
好
ま
し
い
も
の
で
は
な

い
。輸
入
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
も
、

輸
送
時
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

な
ど
課
題
が
あ
る
。
国
の
目
標

46
％
削
減
を
基
本
に
、
新
た
な

削
減
目
標
を
見
定
め
て
い
く
。

金
田
県
議

　
太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
制
定
に
つ
い

て
、
山
梨
県
の
例
も
参
考
に
規

制
対
象
範
囲
を
拡
大
す
べ
き
。

ま
た
、
風
力
発
電
施
設
も
対
象

に
す
べ
き
。

■
知
事

　
先
行
す
る
他
県
も
ほ
と
ん
ど

が
50
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
施
設

を
対
象
と
し
て
い
る
。
風
力
発

電
施
設
は
環
境
影
響
評
価
等
で

事
業
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
。

金
田
県
議

　

条
例
制
定
に
際
し
て
は
、

個
々
の
事
業
ご
と
の
評
価
・
規

制
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
・
エ

リ
ア
全
体
へ
の
影
響
を
見
渡
し

た
評
価
・
規
制
が
可
能
な
も
の

と
す
べ
き
だ
。

　
現
状
は
、
再
エ
ネ
の
推
進
と

開
発
許
可
・
規
制
が
異
な
る
組

織
で
対
応
さ
れ
、
縦
割
り
行
政

の
弊
害
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
総
合
的
か

つ
現
実
的
な
問
題
意
識
を
持
っ

て
、
開
発
だ
け
で
な
く
規
制
も

含
め
て
対
応
し
て
い
く
態
勢
が

必
要
に
な
っ
て
い
る
。

金
田
県
議

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
活
動
は
重
要
性
を

増
し
て
い
る
。
市
町
村
・
地
区

協
議
会
で
関
係
事
業
補
助
金
の

取
扱
い
に
差
異
が
あ
る
。
県
と

し
て
実
態
を
調
査
し
た
う
え
で

必
要
な
対
応
を
取
る
べ
き
。

■
知
事

　
関
係
事
業
補
助
金
の
う
ち
、

「
活
動
費
」
に
つ
い
て
は
、
委

員
本
人
の
活
動
に
充
て
る
こ
と

を
基
本
と
し
て
い
る
が
、
協
議

会
で
の
合
意
の
下
、
会
議
や
研

修
な
ど
の
経
費
に
使
用
す
る
こ

と
も
認
め
て
い
る
。
委
員
が
役

割
を
十
分
に
果
た
せ
る
よ
う
、

協
議
会
に
対
し
て
指
導
・
援
助

を
行
っ
て
い
く
。

金
田
県
議

　
委
員
本
人
に
は
、「
活
動
費
」

が
1
円
も
渡
さ
れ
て
い
な
い
地

区
協
議
会
も
あ
る
。
実
態
調
査

し
是
正
を
。
併
せ
て「
運
営
費
」

は
地
方
交
付
税
相
当
額
を
各
協

議
会
に
下
ろ
す
べ
き
だ
。

新
型
コ
ロ
ナ
、変
異
株
の

　
特
徴
を
踏
ま
え
た
包
括
的
対
策
を

金
田
県
議

　
３
回
目
接
種
分
の
ワ
ク
チ
ン

供
給
に
対
し
て
市
町
村
の
不
安

が
あ
る
。
接
種
の
テ
ン
ポ
も
計

画
よ
り
遅
れ
て
い
る
。

■
知
事

　
ワ
ク
チ
ン
は
県
全
体
で
必
要

量
を
確
保
し
て
い
る
。
64
歳
以

下
の
一
般
の
方
も
、
５
月
に
概

ね
完
了
す
る
よ
う
取
り
組
む
。

金
田
県
議

　
軽
症
者
等
を
原
則
「
宿
泊
療

養
」
方
針
に
戻
し
た
こ
と
は
評

価
す
る
。
方
針
維
持
の
た
め
に

さ
ら
な
る
施
設
確
保
が
必
要
。

■
知
事

　
現
在
、
10
棟
１
７
１
０
室
分

を
確
保
。
さ
ら
に
３
月
中
旬
を

目
標
に
２
４
０
室
程
度
を
追
加

し
た
い
。

金
田
県
議

　
無
料
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
期

間
は
延
長
す
べ
き
だ
。

■
保
健
福
祉
部
長

　
現
在
、
国
と
協
議
中
で
あ
る　

→
２
／
25
の
対
策
本
部
会
議
で

「
３
月
末
迄
の
延
長
」
確
認
。

金
田
も
と
る
県
議
の
代
表
質
問
（
２
／
24
）

金
田
県
議

　
保
健
所
体
制
は
「
応
援
体
制

の
強
化
」
で
は
不
十
分
。
国
に

「
職
員
の
抜
本
増
の
た
め
、
国

費
を
投
入
せ
よ
」
と
求
め
る
べ

き
。
現
状
か
ら
見
て
栗
原
・
登

米
の
両
保
健
所
の
支
所
化
は
中

止
を
。知
事
に
決
断
を
求
め
る
。

■
知
事

　
感
染
症
対
策
等
に
最
優
先
か

つ
柔
軟
に
対
応
す
る
た
め
に

も
、
今
回
の
組
織
再
編
は
早
期

に
実
現
す
る
こ
と
が
必
要
。
予

定
通
り
4
月
か
ら
実
施
す
る
。

あ
ら
た
め
て
保
健
所
の
体
制
強
化
を
、

　
　
　

２
保
健
所
の
支
所
化
は
中
止
を

金
田
県
議

　
「
ま
ん
防
」
は
「
国
の
制
度

設
計
自
体
に
問
題
が
あ
る
」
と

思
う
な
ら
、
県
独
自
で
も
っ
と

事
業
者
に
対
す
る
支
援
策
、
経

済
対
策
を
押
し
出
す
べ
き
。

■
知
事

　
昨
年
度
か
ら
「
中
小
企
業
等

再
起
支
援
事
業
」
を
実
施
し
て

い
る
。「
中
小
企
業
等
事
業
再

構
築
支
援
事
業
」
と
と
も
に
、

来
年
度
早
期
に
再
募
集
で
き
る

よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」の
申
請
、

　
　
　
　
　

事
業
者
へ
の
追
加
支
援
を

金
田
県
議

　
コ
ロ
ナ
禍
で
病
床
の
確
保
が

必
要
な
時
に
、「
地
域
医
療
構

想
」
で
病
床
削
減
を
進
め
て
は

な
ら
な
い
。
削
減
中
止
を
求
め

る
。

■
知
事

　
感
染
拡
大
時
の
短
期
的
な
医

療
需
要
に
は
機
動
的
に
対
応
す

る
。
中
長
期
的
な
見
通
し
が
変

わ
っ
て
い
な
い
以
上
、
病
床
数

の
適
正
化
は
推
進
す
る
必
要
が

あ
る
。

金
田
県
議

　
新
年
度
予
算
案
で
4
病
院
の

「
統
合
・
合
築
」「
新
病
院
の
整

備
」
が
既
定
方
針
の
よ
う
に
扱

わ
れ
て
い
る
の
は
問
題
だ
。
4

病
院
の
再
編
・
統
合
の
検
討
も

中
止
す
べ
き
。

■
知
事

　
4
病
院
の
「
統
合
・
合
築
」

は
既
定
の
方
針
と
は
な
っ
て
い

な
い
。
し
か
し
、検
討
自
体
は
、

県
全
体
の
政
策
医
療
の
課
題
解

決
に
必
要
で
あ
り
、
中
止
は
考

え
て
い
な
い
。

金
田
県
議

　
仙
台
医
療
圏
地
域
医
療
構
想

調
整
会
議
で
、
委
員
か
ら
強
く

反
対
、
同
意
で

き
な
い
と
の
声

が
出
さ
れ
た
時

に
は
撤
回
と
い

う
こ
と
も
想
定

さ
れ
て
い
る
の

か
。

■
知
事

　
考
え
方
を
修

正
す
る
こ
と
は

あ
り
得
る
。

病
床
削
減
を
進
め
る「
地
域
医
療
構
想
」と

　
　

４
病
院「
再
編・統
合
」議
論
の
中
止
を

金
田
県
議

　
子
育
て
支
援
を
重
点
政
策
に

す
る
な
ら
、
乳
幼
児
医
療
費
助

成
の
対
象
年
齢
引
き
上
げ
や
所

得
制
限
の
撤
廃
、
国
民
健
康
保

険
の
負
担
減
免
を
。

■
知
事

　
子
ど
も
医
療
費
は
、
全
国
一

律
の
制
度
創
設
を
知
事
会
な
ど

と
連
携
し
て
国
に
要
望
す
る
。

国
保
は
、
４
月
か
ら
保
険
料
の

均
等
割
り
の
５
割
が
減
額
さ
れ

る
が
、
県
も
残
り
５
割
の
半
分

を
負
担
す
る
。
国
に
対
し
て
減

免
対
象
範
囲
や
割
合
の
一
層
の

見
直
し
を
要
望
す
る
。

金
田
県
議

　
母
子
・
父
子
家
庭
医
療
費
、

障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
に
現

物
給
付
方
式
の
採
用
を
。母
子・

父
子
家
庭
医
療
費
助
成
制
度
の

自
己
負
担
の
撤
廃
を
。

■
知
事

　
現
物
給
付
方
式
を
採
用
し
た

際
に
国
保
の
国
庫
負
担
金
が
減

額
措
置
さ
れ
る
な
ど
、
市
町
村

の
財
政
負
担
も
懸
念
さ
れ
る
。

国
に
対
し
て
は
減
額
措
置
廃
止

を
要
望
し
て
い
く
。
母
子
・
父

子
家
庭
医
療
費
の
一
定
の
自
己

負
担
は
必
要
と
思
う
が
、
引
き

続
き
市
町
村
の
意
向
も
踏
ま
え

て
検
討
す
る
。

金
田
県
議

　
公
立
高
校
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

配
備
に
つ
い
て
、
高
等
教
育
無

償
化
は
世
界
の
流
れ
で
あ
り
、

必
要
全
数
の
公
費
整
備
を
。

■
知
事

　
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て
貸

し
出
し
用
端
末
を
整
備
す
る
。

国
の
恒
久
的
支
援
が
見
込
ま
れ

な
い
中
で
、
県
が
全
数
を
公
費

整
備
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

民
生
委
員・児
童
委
員
活
動
に
対
す
る

　

補
助
金
の
実
態
調
査
と
支
援
の
強
化
を

次
世
代
育
成
、出
産・子
育
て
環
境
の
改
善
を

気
候
危
機
、

　

省
エ
ネ・再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題


